
18食物学 〔日本家政学会

　A－34　走年期の食生活･' 肉t 3 冽拓(第ダ報）

　　　　　　　　　　　　　やの2,　集a宝湧の衆人( 木－A ）z バプ刮

　　　　申砥喋狐大　　紅｝f? 3　諦　乃^　神原描3

　日的　そ。I I'続い乙ぞ・Z ど-(1集反】ま哨の死人ｌ Tfわう刄んホ－A乙尼抑り仁'f

瑞/釦こa z つ・タ仁7° り) i . わﾋif §<i 0ヽ･聴恬'-/幕痛のrjヽヽIt人いず＆とL た条鑓兄人

ホ- A , Iり和こ障宕のあi 死んり^転としr- 賜刻専鑓貳んホ- A (7)2 フク）尊圧蛍活き行u

つZ ヽヽう衆人？沸5, その麿ま とその劈膏-^調査レ蜘んの蝕騨t^筋，軋養収虎ﾌﾟﾌど｀

ねt□^ﾄﾞﾉklfす影>f ト

　方-;i、必ﾌﾟt洲市た口紡叫万ｸ）守乙6吋以丿二/z詩叫乱　6舛μJ- n ^z即りb. う^霧包ね

T'.? 'ノ糸人約附/b，－んぐらし勅6?7Oゐこあ5 . 鏝＆北九州市(; おける無人ネ- A入園可

能A|iC(J わr^ ? 'ﾉχ人中の釦～-^％(- 'iぎない。我t (J海螺衆AホーA ( 男/ﾀ, ヵり）

騎刈今鑓鳶ん不一A ( 易/'j, -fr-4-i）。Zタイプ・■$ SI<i浩りシわ-iい3χ人a, 煮昂摂取

･ 季養摂取ri i’1μ査し単固刈に奇町I'了n つT'。唐竹吉江I? 第3 蘇丿洋じ? t-f 分散i

李あ梗え-i バaつr-。

　移果，凄■iitこdiいZ ，す2タイプ間に煮物摂取,つ対しz の意餓内賂の面こ和まびみられ

た。黍因刈zイ^容践構成の上かヽり%んめヴめti>合ii<蕩護衆人ホーAヽ=多く, 局剔海護基人

ホーA ･い? 各課きらつ菟ん*<･' 多い. 見人・厚団^iざ， (.7 のか－A バ≒冷t冶，好彦面も

晋あZ 叱孚の槽加以Uc

んへa, 閤枚r! ど却らしい1^ ^ が辰哺?れ4 こi- がみ俊t>､課通h i ことソくりr- いと忍）.

A－35　老人の食争片に同洒ぞ/ぐり血煮t 力辰& 質

九川ヤチ尺専政

・肴尹と^園係
』
″
ヘ
t
４
Ｎ

ｍ
ｊ
和

芦
厚行

竜

目的　こめrこしけヽま゜司廊卑雍・えﾒ,・血夜戎か抒に蛋白賞乙合争と・痢保と試'^tz，

方去．唇いいヒ同居:r れ7い5 io才玖よりぞん/2吹中刃べにフいこ，冪紅し回復

　　　會多i序動まr･分析レ　同時に参功峰群衣遼詞まぷ行いまし回

折果,Φ鳶血肴垂白質I- あヽい7(?. 正有返7･あ5 し,ヽわ･ヽ･J--2μ?■･平均/釦二み伺ッ正有ま

　　　,り^B '^‘｀t最低/t-l--近い底-fa'r｀r::.

　　の血青蒼白中''Iア,しデョッ'^ヽ割合(こあヽい７･J, ヱ誉腹●ヽぞ゛ガメフ作・T-.

　　の.ア･レブ'5 > iご作す3-. f｀ﾛﾌ丿・O'割合(^ゼ早期･⌒雙乖とC T 現+･卜3 7 /丿９う

　　　心戎戸傾向祠|^l 乙呼い可ぞ吻汲o 玉串誄’最低値･こ近い値盲とノ7 い3し

　　　7 但ん的亥動ヤ々'だ

　　のリガ蛋白にf゛゛7 ‘あ平rむ迪I? “硲血ピヱや乾図ド

　　　割合r]リ,戸¨ぶ3,

　　のリ人上ヵfこラTS-血液政令き示す老人力康争丿実啄り．かロソ- ゆか＝戴拶ご･

　　　蜃る寥々亘肉啼賤ざ摂取しえ人・食糧牒或碁準^クタ奮f-上P和・乙誤取し

　　　ず恥, そ･八化心外あ群･うヽい^葎づし疎畑脂獅りﾆｰ加ｸ汗ｔ為にT:f叫乱界れ尽

　　　?゛呉う．


